
平成 20 年 3月 14 日 

各  位 

（社）ロシア NIS 貿易会 

 

ROTOBO日ロITS技術交流セミナーのご案内 

 

 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

 平素は当会の事業にご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、このたび当会では、ロシアから ITS 技術関係者を招聘し、日本において、グロ

ーナス*（ロシア版衛星測位システム）の開発及び利用状況、さらに、ロシアにおける

カーナビゲーション、渋滞情報の送受信など、ITS 関連インフラ整備の計画及びその市

場規模などに関するプレゼンテーションを聞くために、下記の通り「日ロ ITS 技術交流

セミナー」を開催いたします。本事業は、ITS に関する日ロの専門家及び関係者によっ

て、情報及び意見交換を行い、それによって、日本の VICS（道路交通情報通信システ

ム）などのソリューションが、ソフト、ハード両面で、ロシアに輸出できる端緒を開く

ことを目的として開催されるものですが、今回一行は、VICS センターや道路交通情報

提供システム機器のメーカーを視察するなど、日本の同システムに関して見聞を深め、

今後、ロシアに日本のシステムを導入することが可能か、また、その具体的なビジネス

スキームはいかなるものかに関して、関係者と協議する予定です。 

 つきましては、当会会員ならびに関係者の皆様に、是非、本セミナーへご参加いただ

きたく、ご案内申し上げる次第です。参加ご希望の方は、お手数ではございますが別添

の「参加申込書」にご記入の上、3 月 21 日（金）までに FAX にてお申し込みいただき

ますようお願い申し上げます。 

 *参考資料『ROTOBO 技術ﾆｭｰｽﾚﾀｰ』2007 年 11 月 

 http://www.rotobo.or.jp/publication/RTNL/2007No.2.pdf 

 

― 記 ― 

■日 時： 平成 20 年 3 月 25 日（火） ９：30～11：30 

■場 所： 東京証券会館９階 第４・５会議室（次項地図参照） 

         東京都中央区日本橋茅場町 1-5-8 / TEL:03-3667-9210 

■演 題： グローナスの整備状況と今後の活用方法 

       ロシアにおける新交通管制システム構築の試み 

       モスクワ・ソチにおける交通渋滞の現状と対策 

■言 語： 日露逐次通訳 

■参加費： 無料 

http://www.rotobo.or.jp/publication/RTNL/2007No.2.pdf


■担 当： 岡田 TEL:03-3551-6218 

（社）ロシア NIS 貿易会 宛て 

FAX：03-3555-1052 （担当：岡田） 

 

－ROTOBO日ロITS技術交流セミナー－ 

３月25日（火） 09:30～11:30 

参 加 申 込 書 

締切日：３月21日（金）  

会社・団体名  

部署・役職  

氏名  

TEL  FAX  

E-mail  

 

 

東京証券会館 

〒103-0025 東京都中央区日本橋茅場町1-5-8  

TEL 03-3667-9210 

◆交通のご案内 

■地下鉄 日比谷線・東西線  茅場町駅下車 8番出口直結   

■地下鉄 銀座線 日本橋駅下車 徒歩5分   

■都  営 浅草線 日本橋駅下車 徒歩3分  



ROTOBO 日ロITS技術交流セミナー 訪日代表団名簿 

 

モスクワ市政府 運輸・通信局  

1. ニコラエフ・セルゲイ 第一副局長 

モスクワ市議会 

2. スビャチェンコ・インナ 議員（交通安全委員会議長） 

ソチ市政府 

3. ヤシチェンコ・アレクサンダー 副市長 

4. ノスコフ・ドミトリー 運輸・通信局長  

国営会社「交通管理センター」   

5. コズロフ・パベル 社長  

国立保険ギルド 

6. アリョヒナ・イリーナ 会長 

インゴスストラフ社  

7. クリュチコフ・ヴラジミル 事業部長（車両盗難防止協会事務局長） 

連邦国営管理会社「ロシア宇宙設備エンジニアリング研究所」 

8. グボジジェフ・ヴラジミル 部長 

M2M テレマチカ社 

9. グルコ・アレクサンダー 社長（グローナス協会事務局長） 

10. ボレイコ・アレクサンダー 専務取締役 

アビテル･グループ 

11. ボルデレフ・アンドレ 会長 

12. ソコロフ・アントン 取締役 

プロフェッショナル・コミュニケーション社 

13. チェキルカ・ワジム 技術部長 

14. ミンチェフ・セルゲイ 財務部長 

アルカン･エム社 

15. ブリィズガリン・アンドレ 公共事業担当部長 

 以 上 



ROTOBO日ロITS技術交流セミナー 訪日代表団所属機関 要概  

 

モスクワ市政府 

www.mos.ru 

政治・経済・金融等が集中するロシアの首都の行政機関である。事実上、モス

クワ市におけるほとんどのビジネスにモスクワ市政府は大きな役割を果たして

いるといえる。モスクワ市は自らも、様々な分野において各種プロジェクトの

計画・実施を行っている。 

 

モスクワ市議会 

www.duma.mos.ru 

ロシア最大の人口を持つ首都モスクワの立法機関。 

 

ソチ市政府 

www.sochiadm.ru 

総延長 145 キロの亜熱帯ビーチを誇るロシア最大のリゾート地。コーカサス山

脈のスキー場施設もあり、他の候補地との激しい競争に勝ち 2014 年の冬季オリ

ンピックの開催地となった。このことをきっかけに、市の再開発とオリンピッ

ク用インフラ整備のために、ロシア連邦政府は莫大な予算（約 600 億円）を確

保している。 

 

国営会社「交通管理センター」  

http://www.mos.ru/wps/portal/WebContent?rubricId=2318 

モスクワ政府管轄の国家組織であり、モスクワ市の交通関連の諸問題を担当す

る。なお、2007 年４月 27 日付けモスクワ市第一副市長指令により、同センター

がモスクワ市の ITS 複合体ワーキンググループを形成することになった。 

 

国立保険ギルド  

（サイトなし） 

2002 年から活動し、約 30 社が加盟するギルドである。会員として保険会社、コ

ンサルティング会社、監査機関、銀行などが参加している。 

 

インゴスストラフ社 

www.ingos.ru  

1947 年にソ連財務省管轄の組織として設立される。各種保険サービスを提供す

る保険会社で、ロシアの保険市場の最有力企業であり、国際的な評価も高い。 

http://www.mos.ru/
http://www.mos.ru/wps/portal/WebContent?rubricId=2318
http://www.ingos.ru/


M2M テレマチカ社  

www.m2m-t.ru  

衛星とセルラー・ネットワークによる通信及びナビゲーション技術（含 GLONASS）

を利用して、ロシア及び外国の企業・組織に対して、データ伝送などのサービ

スを行っている。同社は、フリート管理システムの開発と適用、技術プロセス

監視システム、不動産管理システム、セキュリティーシステムなど、経済の様々

な分野におけるテレマティックソリューションを提供するロシアを代表する企

業である。 

 

アビテル･グループ 

www.abitel.ru    

www.abitel.jp 

1991 年にモスクワ市に設立された ICT 企業。SI 事業、ICT 関連製品の開発・販

売などを専門とする。1994 年から NEC とパートナシップ関係を続け、2005 年に

は東京にアビテル・データ㈱を設立し、ICT 及びその他の分野で、日ロ企業間の

ビジネスブリッジングを果たしている。 

 

プロフェッショナル・コミュニケーション社   

www.proc.nnov.ru 

製造、金融、販売、経営、PR、マーケティング、IT などの分野で、様々な人材

派遣を行うニジニ・ノブゴロド市の企業。 

 

連邦国営管理会社「ロシア宇宙設備エンジニアリング研究所」 

www.rniikp.ru 

ロシア宇宙設備エンジニアリング研究所は 1946 年に設立された旧ソ連・ロシア

の宇宙・ロケット分野における最初の企業体の一つである。GLONASS をはじめ宇

宙及び地上の様々な多目的システムの開発、設計、製作、運用等に関わってい

る。 

 

アルカン M株式会社   

www.arkan-group.ru 

2003年に設立されたIT企業。セキュリティーシステムの構築を得意分野とする。

ロシアのセキュリティーシステム市場におけるリーダの一つである。 

 

以 上 

 

http://www.m2m-t.ru/
http://abitel.ru/
http://abitel.ru/
http://www.proc.nnov.ru/
http://www.arkan-group.ru/

